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【表紙写真】
東京・浅草寺で毎年7月９日・10日に行われている
「ほおずき市」は、江戸時代から続く夏の風物詩。境
内付近には、ほおずきを売る屋台がずらっと立ち並
びます。この日は「四

し

万
まん

六
ろく

千
せん

日
にち

」といって、46,000日
分（約126年分）お参りしたのと同じくらいのご利益
があるといわれる特別な日でもあるため、あたりは
大変な賑わいです。
ほおずきは、古くから薬草として原因不明の体の不
調や子どもの腹痛を治すと信じられていたほか、魔
除けとしてお盆の時期に飾られることもありました。
現在も無病息災や厄除けを願い、多くの方がほおず
きを買い求めていました。

世界でもここだけ「送水口」グッズをプレゼント

8頁でご紹介している「送水口博物館」のオリジ
ナル冊子（『ソースイコのはなし』『KSS～かわい
くてしかたない送水口の本～』）及びキーホル
ダーを各１名にプレゼントいたします。グッズ
の選定は運動本部にお任せください。

応募方法：「氏名」「住所」「年齢」「本誌の感想」を
ご記入の上、FAX（03-3263-3838）または、
応募フォームよりご応募ください。

締め切り：2025年9月12日（金）必着。当選者
の発表は、プレゼントの発送をもってかえさせ
ていただきます。

応募フォーム

読者ＰＲＥＳＥＮＴ

役 員 リ レ ー エ ッ セ イ

「徒然なるままに」
年近く前、全国各地を訪問していた頃からの縁が、最近
東京で繋がり出しました。長崎県で出会った ＂SAT隊＂ 

（社会貢献活動を行う三和中学校の生徒達）が歌った『マイバ
ラード』の感動と共感から、作詞・作曲をした松井孝夫教授へ
繋がり、その出会いをFM東京『サンデーズポスト』の小山薫堂
さんに手紙で伝えたところ、スタジオにお呼び頂き、その感動
を全国に伝えることができました。また、その番組ディレクター
から、がん患者やその家族の支援活動を行う「キャンサーネット
ジャパン」を紹介され、後日「小さな親切」実行章を贈呈するこ
ともできました。

して同じ頃、山口県で金子みすゞの詩に曲を付けて歌う
シンガーソングライターのちひろさんと出会い、昨年5

月の活動20周年にあたり記念コンサートを実行委員会にて開
催、会費の一部を能登半島地震の被災地に寄附しました。さ
らに、当運動本部を長年支えて頂いている有賀忍先生（板絵画
家・人気アニメ『こんなこいるかな』の作者）の絵本と寄附金を
小児がんセンター長の松本公一先生に贈ると、先生のご家族が

『こんなこいるかな』の大ファンで、同センターの待合室で子
供達が読んでいたのも『こんなこいるかな』でした。
　こうして多くの縁が繋がり、来年の小児がん学会の総会には、
有賀先生のポスターやグッズが採用され、展示コーナーも作る
ことになり、今最終打ち合わせを行っています。そして、番組
内で絵本の朗読をした郡山KOCOラジオの宗方和子さんとも
繋がったほか、長崎からの縁は、今年被爆80周年記念事業と
して、小松真理さん作詞・作曲の『あの空に』が長崎居留地男
声合唱団によって、私の地元の大田区でも放映されることで繋
がりました。

運動の正会員である日本体育大学からの縁も繋がり、我
が母校の矢口小学校に62年ぶりに訪問し、「あいさつ運

動」「地域清掃活動」に対して実行章を贈呈。校歌を児童達と一
緒に歌うこともできました。その際、当時の井上校長先生は、
ご自身の信条である「一隅を照らす」が運動本部の茅誠司初代
代表の思いと一致していたことから当運動に共感され、近隣の
学校へも「小さな親切」の意識が広がっています。今は地域創
生のため、またコミュニティースクール実現のためのお手伝い
ができればと思い、運営委員として参加させて頂いています。
　現在私は、多摩大学での学び「ジェントロジー」（高齢化社会
工学）を真に実践し、人生100年時代に向け、若い頃の「稼ぎ
の仕事」から社会的に敬愛される「務めの仕事」へと重点をシフ
トしています。「小さな親切」は人を応援することで、「繋がる
こころ」を生み出していきます。これからも「小さな親切」は人
と人のこころを繋げる「魔法の言葉」と信じ、その出会いを大切
に、「分断の社会から繋がる社会の実現」を目指して行動してい
きたいと思います。
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　昨年11月、東京都武蔵野市立第二中学校（校長：
佐藤敏数）で、心温まるユニークな授業が行われまし
た。その名も「赤ちゃんふれあい体験授業」。コロナ
禍で人と関わる機会が減ってしまった子どもたちに、
赤ちゃんとふれあうことで「人の温もりを感じてほし
い」、そんな思いから、同校の先生方が企画し実現し
たものです。
　授業の実施にあたって力を貸してくれたのが、地域
住民と学校をつなぐ役割を担う地域コーディネーター
や、30年近く武蔵野市で子育て支援を続けてきた
「NPO法人ひまわりママ」（理事長：土屋美恵子）の
皆さんでした。
　最大の難関は、＂赤ちゃん＂を探すこと。地域コー
ディネーター・ひまわりママの皆さんは、保育園やコ
ミュニティーセンター、さらには地域のイベントやスー
パーの前などでもチラシを配り、赤ちゃん連れのママ
さんたちに直接授業への参加
を呼びかけました。そのおか
げで、「うちの子もやがては中
学生になるから」と、妊婦さん
や赤ちゃん連れの親子、合わ
せて22組が快く協力してくだ
さいました。
　授業当日、3年生の生徒た
ちは、赤ちゃんを抱っこしたり、

ママさんたちの出産や育児の話に耳を傾けました。
最近ではきょうだいがいない子も多く、近所の子ども
と遊ぶ機会も減っているため、赤ちゃんに接するのは
初めての生徒も。最初は恐る恐る抱っこしていた生徒
たちも、その小さな体から伝わる体温ややわらかな重
みにふれていくうちに、自然と笑顔がこぼれ、優しい
気持ちが生まれていきました。
　もちろん、赤ちゃんはただかわいいだけではありま
せん。急に泣き出したり、動き回ったりと、目が離せ
ない存在。生徒たちは、子育ての大変さも肌で感じ
ました。また、妊婦さんの体の重さを体感する「妊婦
ジャケット」の着用体験をした男子生徒は、その動き
づらさに驚き、「マタニティマークや優先席の大切さ
を改めて感じた」と語っています。
　こうした経験を通し、電車やバスの中で妊婦さんや
赤ちゃん連れの方を見かけたら、思いやりをもって接

しようとの気持ちが生まれ、自
分も周りの温かさに守られてき
たのだと、これまで自分を育て
てくれた家族への感謝の心も、
自然と芽生えたようです。
　先生たちの情熱と、地域の
方々の協力によって生まれたふ
れあい授業。「小さな命」が大
きな学びを与えてくれました。

体験にまさるものなし　赤ちゃんに学ぶ

赤ちゃんの抱っこ、上手にできるかな

武蔵野支部の総会で「小さな親切」実行章を受ける「ひまわりマ
マ」の土屋理事長。武蔵野市の小美濃市長（左から2番目）、髙
橋支部代表（右端）とともに
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